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好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。　

金
光
学
園
『
や
つ
な
み
』
2
6
4
号
掲
載
記
事

を
再
編
集
し
て
載
せ
て
い
ま
す
。
佐
藤
直
人

後　編
 

大
学
に
入
学
し
、
１
・
２
年
の
間
は
、
考
古
学
・
文
献
史
学
・
世
界
遺

産
学
な
ど
、
幅
広
い
文
化
財
の 

基
礎
知
識
を
学
ん
だ
り
学
外
授
業
で
実

際
に
見
た
り
触
れ
る
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
大
学
の
教
授

に
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
発
掘
調
査
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
参
加
し
て
授
業

や
本
だ
け
で
は
学
べ
な
い
考 

古
学
の
知
識
を
蓄
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
は
考
古
学
研
究
会
に
入
部
し
て
い
ま 

し
た
。    

　

活
動
は
、
各
時
代
ご
と
の
土
器
を
製
作
し
て
古
代
人
の
生
活
を
研
究

し
ま
し
た
。
実
際
に
土
器
を
作
る
こ
と
で
観
察
力
が
養
わ
れ
ま
し
た
。 

３
年
か
ら
は
ゼ
ミ
が
始
ま
り
、
研
究
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
地
元

の
研
究
が
し
た
く
、
当
時
興
味 

が
あ
っ
た
弥
生
時
代
の
備
讃
瀬
戸
地
域

の
地
域
間
交
流
に
つ
い
て
研
究
し
ま
し
た
。
調
べ
て
い
く
う
ち
に
他
地

域
に
は
な
い
特
色
が
あ
っ
て
研
究
が
楽
し
く
な
り
、
没
頭
し
ま
し
た
。 

　

４
年
に
な
る
と
卒
業
論
文
の
製
作
が
始
ま
り
、
私
は
３
年
か
ら
始
め

た
研
究
を
続
け
て
書
き
ま
し
た
。 

考
古
学
研
究
を
す
る
に
あ
た
っ
て
必

ず
「
現
地
現
物
」
と
い
う
言
葉
を
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
自
分
の
対
象

物
を
実
際
に
見
に
行
っ
て
研
究
す
る
こ
と
で
す
。
私
の
研
究
対
象
は
大

学
の
あ
る
奈
良
か
ら
距
離
が
あ
り
、
と
て
も
大
変
で
し
た
が
や
り
が
い

も
あ
り
、
実
際
に
現
物
を
観
察
す
る
こ
と
で
納
得
す
る
部
分
や
新
た

な
疑
問
も
生
ま
れ
、
今
後
の
研
究
課
題
が
で
き
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
卒
業
論
文
と
同
時
に
就
職
活
動
も
始
ま
り
ま
し
た
。
私
は

大
学
の
間
に
参
加
し
た
発
掘
調
査
や
調
査
研
究
を
こ
れ
か
ら
も
続
け

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
た
め
、
主
に
発
掘
調
査
の
仕
事
が
で
き

る
自
治
体
や
調
査
研
究
機
関
の
募
集
を
探
し
ま
し
た
。
秋
ご
ろ
に
愛

媛
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
募
集
を
見
つ
け
、
試
験
を
受
け
た
と

こ
ろ
、
学
生
の
間
の
発
掘
調
査
の
経
験
が
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
経
験
や
強
み
を

持
っ
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

今
で
は
好
き
な
仕
事

に
就
き
、
何
の
不
自
由
も
な
く
生
活
で
き
て
い
ま
す
が
、
高
校
の
頃

の
私
に
は
こ
ん
な
生
活
を
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は
金
光
学
園
の
先
生
方
に
支
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
や
心
配
し
て
く
れ
た
友
人
・
大
学
で
出
会
っ
た
恩
師
の
お
か

げ
で
あ
り
、
ま
た
多
く 

の
人
に
も
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

仕
事
柄
人
と
か
か
わ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
都
合
の
良
い
出
会
い

も
悪
い
出
会
い
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
す
べ
て
は
私
の
今
後
に
活

か
さ
れ
る
と
思
っ
て
前
向
き
に
と
ら
え
て
関
係
を
大
切
に
生
活
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
か
ら
続
け
て
い
る
地
元
の
地

域
史
研
究
も
進
め
、
考
古
学
が
地
域
の
活
性
化
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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諸
行
事
報
告

2023 年
7 月 1 日～
９月 30 日

七
月
三
日
記
念
祭
・
霊
光
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
道
和

　

コ
ロ
ナ
禍
終
息
に
伴
い
充
分
な
感
染

防
止
対
策
を
し
て
、
四
年
ぶ
り
に
子
教

会
の
先
生
と
信
徒
に
も
参
拝
し
て
頂
け

る
祭
典
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　御直会袋詰め

朝食朝食準備

朝食準備

コロナ感染防止対策の為

屋外での御直会の配布

新信徒総代四名による初めての

祭員先生方への御礼挨拶

　

御
用
の
先
生
方
へ
の
食
事
の
準

備
に
つ
い
て
は
、
食
事
準
備
係
を

長
年
に
わ
た
り
担
当
し
て
頂
い
た

女
性
部
会
員
の
高
齢
化
に
伴
う
戦

力
低
下
を
男
性
陣
で
埋
め
合
わ
せ

て
何
と
か
対
応
し
ま
し
た
。
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七
月
三
十
日　

高
輝
会
納
涼
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
合
俊
道

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

高
輝
会
納
涼
会
に
は
大
変
暑
い
中
、
多
数
の

ご
参
加
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

江
草
さ
ん
の
前
日
深
夜
ま
で
掛
か
っ
て
の
心

の
こ
も
っ
た
仕
込
み
。

　

女
性
陣
の
皆
様
に
よ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
タ
マ

ネ
ギ
な
ど
、
野
菜
の
下
処
理
。
暑
い
最
中
、
火

の
側
で
焼
き
方
に
徹
し
て
頂
き
ま
し
た
男
性
陣

の
方
々
。

　

会
の
盛
り
上
げ
に
一
躍
を
担
っ
て
頂
き
ま
し

た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
チ
ー
ム
と
沢
山
の
景
品
や
差

入
れ
を
ご
用
意
、
持
参
し
て
下
さ
い
ま
し
た
皆

様
。

　

マ
イ
ク
パ
ホ
ー
マ
ン
ス
で
、
日
頃
は
観
れ
な

い
一
面
を
ご
披
露
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
。

　

挙
げ
れ
ば
限
が
な
い
皆
様
の
ご
活
躍
と
ご
協

力
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

向本雄太郎です。今日は素敵な会を準備いた

だきありがとうございました。向本雄太郎で

山下幹次さんの乾杯音頭で始まりました

向本雄太郎です。今日は素敵な会を

準備いただきありがとうございまし

た。子供達も喜んでいました。

教会長先生  土肥さん　河合さん    智

恵子先生には  やっさ踊りを 踊って頂

いて  有り難うございました。鶴本栄子

三原のやっさ踊り初めて見ました､ 軽快

で楽しくなる踊りでしたね　披露して下

さり､ 有難うございました　土肥千恵

　
　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
一
句

椎
茸
は  

ケ
ン
ソ
ニ
ッ
ク
で  

注
文
だ

し
い
た
け
の  

水
分
調
整  

見
事
な
り

納
涼
会 

お
も
し
ろ
話
し
か 

出
て
こ
な
い

　
　

和
奏
・
智
恵
子
・
美
津
恵  

共
作
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健利さんの海上自衛隊の海軍カレーの面白いお話。

江草さんの特製カレーが、より美味しくなりますね

　　　　　　　　　　　亀田美津恵

ビンゴスタッフの皆様、お疲れ様でした

お肉サイコー

美味しいです

楽しいです

九
月
二
十
三
日　

秋
季
霊
祭
・
高
輝
会
役
員
会　

九
月
六
日　

芸
備
春
秋
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋
道
和

　

四
年
ぶ
り
の
全
て
の
会
員
参
加
に
よ
る
秋
季
講

習
会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

と
し
て
屋
外
の
ふ
れ
あ
い
広
場
に
会
場
を
移
動
し

ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
を
体
験
し
て
」
と
の
講
題
で

広
島
教
会
佐
藤
清
志
先
生
、
富
田
町
教
会
藤
本
光

世
先
生
、
芸
備
教
会
髙
橋
道
和
の
三
名
の
パ
ネ
ラ
ー

と
室
積
教
会
河
合
信
一
先
生
の
司
会
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

秋
季
霊
祭
の
後
高
輝
会
役
員
会
を
行
い

ま
し
た
。
主
な
議
題
は
十
一
月
一
日
の
大

祭
準
備
御
用
奉
仕
に
つ
い
て
で
す
。

　

一
斉
御
用
奉
仕
日
予
定
の
十
月
二
十
二

日
が
月
例
祭
と
重
な
る
為
、
一
日
前
の

二
十
一
（
土
曜
日
）
に
変
更
し
て
行
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

大
祭
用
お
供
え
物
の
稲
穂
の
準
備
に
つ

い
て
は
例
年
通
り
米
作
り
農
家
の
山
下
幹

次
さ
ん
と
野
田
英
治
さ
ん
に
お
願
い
し
ま

し
た
。



◇生神金光大神大祭
前夜祭 10 月 31 日 ( 火 )19:30 ～
当日祭 11 月　1 日 ( 水 )10:00 ～　

◇しめ縄作り 12 月 3 日 ( 日 )9:00 ～

◇金光教学院生 芸備教会参拝
11 月 29 日 ( 水 )10:30 頃
金光教教師を志す学院生と職員の皆様が、
芸備教会へ参拝されます。

前日 28 日 13:30 より神徳書院さい掃の
予定です

◇新穀感謝祭
11 月 22 日 ( 水 )14:00 ～
　秋の実りに感謝する祭典です。

お知らせ
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お正月に向け、教会施設のしめ縄を作り
ます。人手があればはかどりますので、
ご奉仕よろしくお願いします。
※ 12/1 の月例祭後に袴取りをします。

◇教会すす払い御用奉仕
　12 月 20 日 ( 水 )9:00 ～

新年を迎える前に、1 年間お世話になっ
たお広前や教会施設の洒掃を通してわが
心身の御禊 ( みそぎ ) もさせていただき
ましょう。

◇門松づくり
　12 月 24 日 ( 日 )9:00 ～

お広前の玄関の門松をつくります。ご
奉仕よろしくお願いします。

◇越年祭
　12 月 30 日 ( 土 )14:00 ～

1 年間おかげを受け通しに受けて過ごさ
せていただいた心を整える祭典です。

◇元日祭
　1 月 1 日 ( 日 ) ５:00 ～

元日の改まりが 1 年を左右すると言って
も過言ではありません。家族そろって参
拝のおかげを蒙りましょう。元日祭後、
御本部に初詣します。

井原　細川タカエ様（大阪　細川祐弘さんの母上）が、

　　　　　　　　7 月 23 日　102 歳でご逝去されました。

　　ご生前のご功績を称え、謹んでお悔やみ申し上げます。

訃報　

金光教祖聖跡めぐり　　金光教徒社　税込価格 140 円

　写真やマップを添えて、約４０の聖跡、金光教本部施

設を紹介しています。金光教祖の歩まれた道をたどりつ

つ、教祖の「あしおと」を感じていただける一冊です。

ご家族での本部参拝に合わせて、またご霊地での研修と

して、ぜひご活用ください。

　教祖 140 年生神金光大神大祭期間（１０月３１日まで）

の特別価格です。

書籍案内

編集後記
　四年ぶりの納涼会に会員は全員弾けました。参加した会員の生の声が読者に届けと願っ

ています。会員の紹介を兼ねたリレートークも２５回も続けることができています。

　誌面を良くするアイデアをお聞かせください。今後もよろしくお願いします。



芸備文芸

短 

歌
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金
光　

佐
藤
元
信

写
真

福
山　

向
本
良
子

俳
句

三
原　

秋
吉
和
奏

篆 

刻

福
山　

三
浦
敏
之

言
い
訳
は　

酷
暑
と
腰
痛

　
　

八や
え
む
ぐ
ら

重
葎　

繁
れ
る
庭
に　

虫
の
音
楽
し

俳
句

金
光　

佐
藤
元
信

コ
ロ
ナ
禍
を　

生
か
さ
れ
て
仰
ぐ　

秋
の
月

観
海
者
難
為
水　

猛
子

　

海
を
見
た
者
は
大
河
で
も
驚
か
な
いさるすべり

奥城
ソテツの花

休憩所前

芸
備
教
会
四
季
の
花

土
佐
清
水　

星
が
輝
く　

夏
キ
ャ
ン
プ

四
年
ぶ
り　

親
族
集
結　

や
っ
さ
祭
り

修
学
旅
行　

笑
顔
あ
る
れ
る　

六
年
生

彼岸花

神徳書院の西側



★印の行事につきまして、御本部への参拝またはお供えは前日までに教会へ届けて下さい。

　※教会や御本部への参拝は手指の消毒とマスク着用をお願いします。

　10 月　October

1 日 　月例祭　勉強会 14:00

8 日 ★御本部 生神金光大神大祭（13：30） 11:30 教会出発

10 火 　月例祭 14:00

21 土 　一斉御用奉仕（土曜日に変更）   9:00

22 日 　月例祭 14:00

29 日 　一斉御用奉仕   9:00

31 火 　生神金光大神大祭　前夜祭 19:30

行事予定表

　11 月　November

1 水 　生神金光大神大祭　当日祭 10:00

3 金    ★御本部広前御礼参拝  8:00 教会出発

10 金 　月例祭 14:00

22 水 　新穀感謝祭 14:00

29 水 　金光教学院生芸備教会参拝　前日神徳書院洒掃 10:30 頃

　12 月　December

1 金 　月例祭　しめ縄用稲藁の袴取り 14:00

3 日 　しめ縄作り   9:00

10 日 　★御本部布教功労者報徳祭（13：30） 12:00 教会出発

10 日    月例祭 14:00

13 水 　高輝会役員会 19:30

20 水 　教会すす払い御用奉仕   9:00

22 金 　月例祭 14:00

24 日 　門松作り   9:00

30 金 　越年祭 14:00

　2023 年 1月　January

1 日 　元日祭 　★祭典後御本部年頭参拝   5:00
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